
















































Z 『大毘婆沙論~ （大正蔵27,96a)（こ、 「或有執離思無異熟図 離受無異熟果。如智余者jとある0
3『大毘婆沙論』げて正蔵27,96a)に、 f顕異熟国及異熟果倶通五謹」とある。























7 AKBh. p.228/21～24. 
8 AlζBh. (p.228/16～18）。この後、五種の）I慎受の説明があるが、 ADV.は省略している。
9 AKBh. IV”50. 




























13 AKBh. IV-52. 























15 AKBh. IV-54. 
16 AKBh. (p.23211）では、功徳田として三宝、勝れた人、勝れた三味の果と得したものをあげ
るが、 ADVは説明を次の偏にゆずっている。
17 AKBh. (p.232）には父母に対する業を述べるも、 ADVにはない。



























21 AKBh. (p.232122）は詳細に論じるが、 ADVは省略している。






















23 AKBh. N.57. 
24テキストには、 vicaraとあるも写本と、 AKBh.(p.238/8）より、 avicaraに訂正して読む。
25以下の文章はADVにとっては、本来、無用の文である。この一節は、 AlζBh.N-57d. 
(p.233/10）に相当するが、 AKBh.に引かれ、そのまま備をのせてしまったものである。

























27 AKBh. N-59cd,60. 























































35 AKBh. IV-64d 65. 
36 AKBh. (p.237/17）は、骨余師の主張として「食等は意業であるJという主張を紹介している。





















































・1 viparyayat sucaritarp tad audfu首位制rpgrahat,da5a kanna-patha吋<1:ayathayogarp subhasubhah 
〔汗66〕(AKBh.p.237tJ；却諸三妙行悪身語意業説名三新子及剣員邪見三妙行翻
此（『倶舎論』大正蔵29,84a)
・12テキストは、 tatsaとするも、これでは読めないため、 tatsoに訂正して読む。但し写本は不
鮮明。
13テキストは、 pryogaとするも、 prayogaに訂正して読む0
44写本は5文字欠。
16 『アピダノレマのともしび』第四章業品翻訳研究（2)
しかして、他の生命・財産＠他人の妻（paradara）をとる身の運動
(apahlira幽kayaやarispanda）それが根本であり、また、それが、不善業道である。同様
にその他の不律儀も考えらるべき（dra科avya）であると〔し、われる〕。
『アヒγルマデ、ィーパの輝しい註測のうち、第四章第二節。
日本仏教との関係の中でながめた韓国仏教
緒言
I .開化期以前の韓日仏教
I.教育制度の相違点
旺学問化の過程
以韓国仏教学の現況
v.将来へ向けての提言
会土 歪五
Ifロ ロ
仁コ
張戒環＜東国大学教授＞
我が思の仏教の将来の為にということについては、既に大勢の先覚者が様々な方向
提示をしてきでいる。その例を挙げると韓龍雲が 1913年『朝鮮仏教借新論』を発表
し、それと時を同じくして権相老博士の『仏教改革論』も発表されているし、また朴
漢永や白龍成が仏教の革新を唱えたのも同様の趣旨の下になされたものである。す
でに8、90年前から挙論され指摘されていたこの問題が現在も依然として提起されな
ければならない事実を考えると何か釈然としないものがある。だからといってこれ
まで、の間に何の成果もなかったということでは決してない。ただ、現在でも多くの側
面、特に教学的な面で、満足すべき段階に至っていないということなのである。従って
筆者がここで問題としたいことは専ら仏教の数学的な面に力点を置いてみたい。
